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寄    稿 
カフェインによるアレルギー性鼻炎の抑制効果 
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Summary 
We examined the effects of caffeine treatment on ovalbumin- and histamine-induced 
rhinitis mouse models and on corticosterone and catecholamine levels in mouse plasma. 
Treatment with caffeine decreased sneezing and nasal rubbing in both models, but direct 
nasal administration had no effect. Plasma levels of corticosterone and catecholamine, which 
have known anti-allergy effects, were increased by caffeine treatment. The increases in 
























 日本クレア（株）より，6 週齢の BALB/c 雌










 OVA によって感作した鼻炎モデル（OVA モ
デル）とヒスタミンの点鼻によって作製した鼻
炎モデル（ヒスタミンモデル）を実験に使用し
た。OVA モデルの場合，マウス購入から 7 日
後を Day 0 とし，200 μl の生理食塩水に溶解し
た OVA（Grade V，Sigma-Aldrich）1 μg と水
酸化アルミニウムゲル（ALUM，LSL）100 μg
を Day 0，Day 5，Day 14 に腹腔内投与し，全
身感作を行った。その後，Day 21 より OVA 溶











タミン溶液を 2 μl ずつ両鼻腔に点鼻投与後，観
察用ケージに戻し，くしゃみと鼻掻き回数を 2














卵白アルブミン特異的 IgE 抗体価の測定 
 受動皮膚アナフィラキシー反応（passive 








Wistar 系雄性ラットの背部に 0.1 ml ずつ皮内
投与して受動感作に使用した。感作血漿の皮内
投与から 48 時間後に，受動感作したラットの
尾静脈内に，生理食塩水 1 ml あたり 2.5 mg
のエバンスブルーと 10 mgの OVA を含む溶液




















処理は，一元配置分散分析と Dunnett’s test に
よる多重比較を行った。PCA 反応に関しては，
Mann-Whitney’s U test を用いた。有意差の基







OVA 特異的 IgE 抗体価を図 1 に示す。コント
ロール群では抗体価は陰性であったが，OVA
モデルの完成により顕著な増強が観察された。 
 表 1 に OVA モデルに対するカフェイン投与
の効果を示す。10—30 mg/kg のカフェイン投与
により，くしゃみと鼻掻き回数は減少した。 






図 1 OVA 特異的 IgE 抗体価の変化（n=5） 
 
 
表 1 OVA モデルに対するカフェインの効果 
 
                     *p<0.05, **p<0.01（n=6-9） 
 
 
表 2 ヒスタミンモデルに対する 
カフェインの効果 
 



























Ad=adrenaline, Nord=noradrenaline, Cort= corticosterone 














OVA 特異的 IgE 抗体価の上昇がみられ，アレ
ルギー性鼻炎モデルの完成が確認できた。OVA
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